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研究成果の概要（和文）：  

本研究は、これまで研究されてこなかったカシュブ語統語論を、機能文法理論の枠組みを用
いて、特に「受動性」、「結果性」、「存在性」、「所有性」、「具格性」、「共格性」といった文法・
意味カテゴリーの単位で分析した。その際、現地調査で得られた例を分析対象とし、言語接触
論と言語類型論の研究手法を複合的に用い、特にドイツ語およびポーランド語からの借用構造
の抽出とその文法化の度合いおよびプロセスを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
   In this research project I have conducted a survey on Kashubian syntax in the framework 
of functional grammar theory with special attention to such semantic-grammatical 
categories as passivity, resultativity, existentiality, possessivity, instrumentality 
and comitativeness. From these categories I also succeeded in extracting constructions 
of German and Polish origins (calques) and analyzed their degree of grammaticalization 
from both synchronic and diachronic perspectives. 
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１．研究開始当初の背景 

従来のカシュブ語研究では、ポーランド方

言学研究の伝統に従い、音声学・音韻論、形

態論および語彙研究が中心を占め、統語論は

ほぼ手付かずであった。最も大きな研究成果

である Stieberや Popowska-Taborska 等によ

る「カシュブ及び隣接方言の言語地図」

(1964-1978)においても、音声・音韻的記述

に重点が置かれ、統語論は全く言及されてい

なかった。数少ない統語論を含んだ研究とし

て、Lorentz(1927-37)「ポメラニア語文法」、

Breza(1980)らの「カシュブ文法」があるが、

前者は 19 世紀の若手文法学派の手法で書か

れており、また 19世紀末から 20世紀初頭に
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収集された資料を分析したもので、言語分析

理論としても古く、言語資料も現状を表すも

のではない。なお、後者は前者を要約したも

のに過ぎず、学問的な価値が高いとは言えな

い。格の統語論に関しては Cybulski(2002)

「カシュブ語動詞の格支配」があるが、この

研究のために記述・分析における理論的側面

が欠如していた。 

その他の研究では、基本的にインフォーマ

ント調査は行わず、上記のポーランド人研究

者が集めた資料に基づき、限られた例が繰り

返し扱われていた。また、既に多く刊行され

ているさまざまなカシュブ語による印刷物

も研究対象には用いられてこなかった。した

がって、今日の言語状況を分析する上で、こ

れらの新資料やインフォーマント調査を踏

まえた資料に基づき、そして新たな分析理論

を適用した、現代の言語学の水準にたえうる

カシュブ語統語論の記述と分析が必要とさ

れていた。 

 
２．研究の目的 

以上に鑑み、本研究では、従来の研究にお

いて特に注意が向けられてこなかった、次の

三点に注目したカシュブ語統語論の分析を

目的とした。 

（１）新たな資料の収集：現地調査に基づき、

カシュブ語の現状を示す新たな資料を収集

し、それを従来の資料と比較する。 

（２）新たな記述方法：従来は、形式面に重

きが置かれ「形式→意味」という一方向的な

記述に留まっていたが、これに加えて「意味

→形式」という方向でも行い、意味的な類似

点がどのように異なる形式で実現するかを

検証する。 

（３）言語接触の影響の分析：数世紀に渡る

ゲルマン諸方言との接触の結果、カシュブ語

には他のスラブ諸語にはない統語的特徴が

観察される。また近年は特にポーランド語と

の二言語併用による影響も大きい。このよう

な借用による統語現象を「文法化の度合い」

という視点から分析する。 

（４）言語類型論的分析：（３）に関連して、

カシュブ語における言語接触と言語変化の

パターンを、特に類似した言語状況を経験し

た、あるいは現時点で経験しているスラヴ諸

語の場合と比較しつつ、言語接触論及び言語

類型論の一般論を踏まえて分析する。 

 
３．研究の方法 
 ２．で挙げた目的を、以下の方法論を用い
ながら研究を進めた。 
（１）インフォーマント調査：申請者が言語

類型論的な研究成果に基づいて作成した統
語論分析の質問項目を用い、現地調査を行い
例文を収集する。加えて、通時的な研究の意
味において、それを Hilferding、Lorentz、
Topolinskaらが収集した、19 世紀から 20世
紀半ばごろの方言資料、またカシュブ語によ
る印刷物に見られる用例とも比較分析する。 
（２）機能的文法論の適用：本研究では、
Bondarkoや Xrakovskijらによるペテルブル
ク学派の機能的なアプローチによる分析手
法を用いて、普遍的な意味カテゴリーからそ
の実現形式という視点で統語構造の分析・記
述を行う。 
（３）言語接触の分析：統語構造のうち、特
にドイツ語およびポーランド語と類似する
現象のリストを作成し、インフォーマント調
査を通じて、所与の構造の生産性を検証する。
同時に、それらの構造変化や出現率などを 19
世紀半ばから 20世紀半ばに収録された方言
テクストから抜出、それを本研究で得られた
新資料に照らし合わせ、現れた時代と文法化
の度合いおよびそのパターンを分析する。 
（４）言語類型論的分析：所与の現象が、言
語類型論視点から見て、どの程度一般的に生
じうる範疇なのかを検証し、言語接触から起
きた変化なのか、それとも言語内で起こりう
る変化なのかを検証する。 
 
４．研究成果 
 本研究では、従来カシュブ語研究で分析さ
れたことがなく、言語類型論からみても特に
重要と思われる文法意味カテゴリーとして、
「所有性」、「存在性」、「受動性」、「結果性」、
「具格性と共格性」の文法化の度合いを共時
的に分析、また文法化のプロセスを通時的に
分析した。さらに、カシュブ語統語論から得
られた知見をもとに、スロヴェニア語におけ
る受動文、セルビア語における結果性を表す
構文、セルビア語における西欧諸語的要素、
スラヴ諸語全体における具格性と共格性の
合一についての研究成果を出した。これらの
研究成果は、主に欧文による論文、欧米各国
の大学における 5回の招待講演を含めた研究
報告として発表された。 
 また、2012年度には、カシュブ本土だけで
はなく、カナダ・オンタリオ州のウィルノ市
周辺に居住するカシュブ移民の言語調査を
行うこともできた。ドイツ語およびポーラン
ド語からの影響が 150 年間ほとんどなく、さ
らに英語からの影響が圧倒的であったとい
うカシュブ本土とは異なる言語接触のパタ
ーンを経験したこの方言の統語分析は、カシ
ュブ語研究において初めての成果であった。
オンタリオ州での調査は比較的短期間であ
ったため、この地域のさらなる調査が今後の
課題ともなった。 
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